
　　

　　

教育資金利子補給金の申請を受け付けます

つがる西北五広域連合 医療職員採用試験

対 象 者　次の全てを満たす方　※休学または退学した場合は補助対象外となります。
　①令和３年度に大学（専門学校除く）で教育を受けた方の保護者または大学を卒業した方の保護者
　②市内に住所を有し、引き続き３年以上市内に在住する方
　③世帯全員の前年度の市税を完納している方
所得要件（世帯の年間合算総所得金額）
　・１人在学の場合…500万円以下　・２人以上在学の場合…750万円以下
補助対象（在学生１人当たり）
　�(株)日本政策金融公庫、つがる市の指定金融機関および教育委員会が認める金融機関から借り入れした借入
資金限度額300万円以内かつ、利率年３㌫以内での計算利息額
　※令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）の実支払い利息額以内を補助します。
提出書類（申請書へ添付するもの）
　①在学証明書または卒業証明書（令和３年度卒業者） ②令和４年分所得証明書（一緒に住んでいる家族の分）
　③納税証明書（非課税の方は非課税証明書）　　　　④借用証書の写し
　�⑤償還計画表の写し　　⑥利息支払い領収書の写し（通帳引き落としの写しまたは金融機関発行の利子支払
証明書）
　※申請書は、下記問い合わせ先にありますので提出書類を持参の上お越しください。
　（市ホームページからもダウンロードできます。）
受付期間　６月１日(水)～６月30日(木)

【申し込み・問い合わせ先】教育総務課  電話49-1200（内線623）

1　試験日程および採用予定人員等
　■６月26日(日)実施　　　受付期間　６月3日(金)まで

職　種 受験資格 備考
看護師、助産師　【20人程度】 　昭和58年４月２日以降に生ま

れた方で、左記職種の免許を有
する方または令和５年４月30日
までに免許を取得する見込みの
ある方

　採用予定人員を確保できな
かった場合は、９月18日(日)に
実施する試験でも当該職種の募
集を行う予定です。

薬剤師　　　　　【２人程度】
診療放射線技師　【３人程度】
臨床検査技師　　【３人程度】
臨床工学技士　　【１人程度】

2　採用日�　令和５年４月１日。ただし、診療放射線技師、臨床検査技師については、免許保有者に限り、令
和４年10月１日付け採用枠も設けます。

3　採用試験案内�　詳細は、つがる西北五広域連合ホームページ（http://www.tsgren.jp/）「令和４年度 つ
がる西北五広域連合病院事業 医療職員採用試験案内」をご確認ください。

【申し込み・問い合わせ先】つがる西北五広域連合病院運営局人事課　　電話0173-26-6363（内線2327）
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55歳以上の「働きたい」を応援します

【問い合わせ先・お申し込み先】市生涯現役促進協議会　電話26-6323　FAX26-6423

農作業支援技術養成研修
　農作業技術養成研修に参加してみませんか。
▼�農作物の種類：水稲・りんご・メ
ロン・すいか・長いも・ごぼう・
にんにく・その他野菜
　※�研修参加の申し込みは、随時受
け付けし、作物の作業時期に応
じて研修を実施します。

高年齢者の就労相談
　市生涯現役促進協議会では55歳以上の高年齢者
の就労・就業の巡回相談を行っています。相談は
無料で個人情報は厳守します。
相談時間は各会場とも９時～16時　
▼５月17日(火)　　稲垣ふれあいセンター
▼５月19日(木)　　しゃりき温泉
▼６月７日(火)　　森田公民館
▼６月９日(木)　　柏老人福祉センター
▼�当協議会事務所（青森銀行木造支店隣）では、
土日祝日を除く平日９時から17時まで就労相談
を受け付けています。

介護基本技術研修会の開催
 　介護の基本的な技術を身につけてみませんか。
介護施設等で働きたい方には、介護の資格がなく
てもできる仕事があります。
▼開催日時：６月６日(月)～８日(水)９時～15時
▼開催場所：松の館
▼定　　員：10人（受講無料）
▼講　　師：㈱ニチイ学館
▼�研修内容：
　�６月6日(月) 座学 ケアサービス、介護保険制
度、認知症の基礎知識　実技 ベッドメイキング、
ベッド上での身体移動
　６月7日(火) 座学 福祉用具に関する知識など
　実技 着替え、清拭などでの体位変換・姿勢交換
　６月８日(水) 実技 ベッドからの立ち上がり、車
　椅子への移動、食事の介助など
　※研修では、おむつ交換の実技は行いません。
▼締 切 日：５月30日(月)
▼�受講要件等：受講対象者は、つがる市民で55歳
以上の方。３日間全て受講できる方。介護業務
の未経験者または無資格者を優先します。定員
に達した場合は、お断りすることがあります。
　※詳細については、追って研修者にご連絡します。

　　
後期高齢者医療被保険者の皆さまへ

　令和４・５年度の保険料算定の基となる新しい保険料率が決まりました。保険料率は２年ごとに見直され、
団塊の世代が75歳になり始めることによる医療費の増加や現役世代人口の減少が見込まれることから、一部
引き上げられます。
　被保険者の皆さまには、ご理解をお願いします。

　※1　世帯の所得が低い方等には軽減措置があります。
　※2　前年の所得から基礎控除額（43万円）を差し引いた額です。
　※3　被用者保険の被扶養者であった方は所得割額の負担が免除されます。
【問い合わせ先】市役所国保年金課　電話42-2111（内線274・275）
	 　　　　 県後期高齢者医療広域連合　電話017-721-3821

均等割額（※1）
被保険者全員が納める額

＋
所得割額（※2・※3)
所得に応じて納める額

＝
年間保険料

(100円未満は切り捨て)

令和２・３年度 44,400円 8.30％ 限度額64万円

令和４・５年度 44,400円
（変更なし） 8.80％ 限度額66万円

（令和４年度）
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